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会
員
フ
ァ
ー
ス
ト
を
方
針
に

新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦

　
多
摩
市
Ｓ
Ｃ
は
、
令
和
二
年
度
に
設

立
四
十
周
年
を
迎
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
会
員
が
拡
大
し
て
お
り
、
令

和
三
年
度
は
六
月
末
日
現
在
で
前
年
同

期
よ
り
二
百
六
人
増
え
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
完
全
予
約
制
か
つ
三
密
を

回
避
し
た
入
会
説
明
会
、
市
報
へ
の
広

告
掲
載
、
令
和
二
・
三
年
度
に
お
け
る

全
会
員
の
会
費
・
保
険
料
免
除
な
ど
の

取
り
組
み
が
あ
る
。

　
ま
た
、
会
員
フ
ァ
ー
ス
ト
を
方
針
と

し
、
従
来
の
地
域
班
を
解
消
し
仕
事
を

軸
と
し
た
地
域
支
援
組
織
の
構
築
、
平

等
で
多
様
な
就
業
機
会
提
供
の
た
め
の

就
業
公
開
募
集
制
度
な
ど
、
改
革
を
実

施
。
持
続
可
能
な
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
、
果
敢
に
新
た
な
取
り

組
み
に
挑
戦
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
化
も
そ
の
一
つ
だ
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を

活
用
し
た
理
事
会
を
実
施

　
現
在
、
会
員
、
理
事
、
事
務
局
の
各

現
場
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し

て
い
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
二
十
五
年

三
月
、
理
事
会
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

（
以
下
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
を
活
用
し
た

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
議
案
な
ど

の
資
料
は
事
前
に
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
、

当
日
は
各
人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
準
備
し
、

会
議
中
は
議
案
な
ど
を
画
面
に
表
示
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
同
時
に
審
議
の
効
率

化
、
迅
速
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
理
事
会
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
安

宅
理
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
は
、「
資
料

の
カ
ラ
ー
化
、
充
実
化
が
し
や
す
く
、

当
日
は
画
面
を
見
な
が
ら
会
議
に
集
中

で
き
て
、
以
前
よ
り
短
時
間
で
深
い
議

論
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当

初
は
シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
費
が
か
か
り
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　多摩市ＳＣの会員年齢は60～90代と幅広く、若い年代の
会員にとってスマートフォンなどは必需品になっている。
さらに 5年先、10年先を見据えた場合、センターにおける
ＩＣＴ化は必然と捉え、平成25年度から順次推進。理事会
でのタブレット型端末の活用、就業リーダーへのスマホ貸
与、職員のテレワーク実施など、情報伝達の迅速化や事務
局の働き方改革といった、多様な効果を上げている。

就
業
リ
ー
ダ
ー
二
百
人
に
ス
マ
ホ
貸
与

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
多
様
な
効
果
を
実
感

公
益
社
団
法
人

多
摩
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（東

京
都
）

理事会開催前の会議室。各理事の座席にタ
ブレットが用意されている
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ま
し
た
が
、
大
変
有
用
で
す
」
と
語
る
。

　
平
成
二
十
八
年
八
月
か
ら
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
デ
ー
タ
を
共
有
す
る

ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
、
三
役
・
事
務
局

で
共
有
す
る
情
報
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
行
っ
た
。

就
業
リ
ー
ダ
ー
に
ス
マ
ホ
貸
与

　
平
成
二
十
九
年
五
月
に
は
、
情
報
の

伝
達
・
共
有
、
事
故
時
の
連
絡
ツ
ー
ル

と
し
て
、
就
業
リ
ー
ダ
ー
約
二
百
人
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス
マ
ホ
）

の
貸
与
を
開
始
し
た
。

　
導
入
当
初
に
は
「
ス
マ
ホ
研
修
会
」

を
実
施
。
そ
の
後
は
リ
ー
ダ
ー
の
交
代

時
、
必
要
に
応
じ
て
職
員
が
使
い
方
を

教
え
て
い
る
。
就
業
リ
ー
ダ
ー
全
員
に

歓
迎
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

使
用
し
て
便
利
な
こ
と
を
実
感
し
て
も

ら
う
中
で
、
今
で
は「
そ
う
い
う
も
の
」

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
使
用
例
と
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
容

易
に
や
り
取
り
で
き
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
法

人
向
け
）
を
活
用
し
、
事
務
局
か
ら
リ

ー
ダ
ー
へ
就
業
に
関
す
る
連
絡
や
熱
中

症
の
注
意
喚
起
と
い
っ
た
情
報
を
周
知

し
て
い
る
。
従
来
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

を
使
用
し
、
電
話
で
は
留
守
に
よ
る
か

け
直
し
や
聞
き
違
い
な
ど
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
方
法
は
文
字
で
情
報
を
伝
え
る
た

め
、
聞
き
違
い
も
メ
モ
を
取
る
必
要
も

な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
の
カ
メ

ラ
機
能
で
作
業
終
了
後
の
様
子
を
撮
影

し
事
務
局
に
送
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
事

故
時
は
い
ち
早
く
写
真
や
情
報
で
事
務

局
に
正
確
に
連
絡
し
て
も
ら
っ
た
り
し

て
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。

　
費
用
が
か
か
る
こ
と
と
、
職
群
に
よ

っ
て
使
用
状
況
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も

の
の
、
セ
ン
タ
ー
で
は
ス
マ
ホ
活
用
も

大
変
有
用
と
感
じ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修
会
を
開
催

　
毎
年
、
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員

会
の
主
催
で
、「
就
業
品
質
向
上
研
修
会
」

を
開
催
し
て
い
る
。
令
和
二
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
集
会
形
式
で
は
な
く
、

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
と
し
た
。

　
講
師
の
理
解
を
得
て
、
あ
ら
か
じ
め

多摩市ＳＣでは、就業リーダーを対象にした「スマホ研修会」を実施。スマ
ホの基本的な操作を学んだ（写真上）。写真下は、会員に向けＹｏｕＴｕｂｅ
で配信した、令和2年度の「就業品質向上研修会」。事前に行った講演などの
撮影は、三鷹市ＳＣ（東京都）に依頼した
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講
演
な
ど
の
撮
影
を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ

ン
動
画
サ
ー
ビ
ス
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

を
活
用
し
て
配
信
。
配
信
期
間
を
二
週

間
と
し
、
視
聴
環
境
が
あ
れ
ば
全
会
員

が
受
講
で
き
る
形
式
に
し
た
。
視
聴
の

し
や
す
さ
に
配
慮
し
、
研
修
内
容
は
全

部
で
約
一
時
間
。
主
に
講
演
、
安
全
標

語
優
秀
作
品
の
紹
介
、
運
動
不
足
解
消

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
撮
影
は
三
鷹
市
Ｓ
Ｃ
（
東
京

都
）
に
依
頼
し
た
。

　
こ
の
試
み
を
担
当
し
た
田
村
陵
主
任

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
を
担
う
職
員
の
一

人
。「
例
年
は
就
業
リ
ー
ダ
ー
と
サ
ブ
リ

ー
ダ
ー
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
よ
り
多
く
の
会
員
が
受
講
可
能

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
間
口
が
広
が
り

ま
し
た
」
と
、
今
後
も
状
況
に
応
じ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
が
選
択
で
き
る
と
い

う
手
応
え
を
感
じ
た
と
言
う
。

事
務
局
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

　
事
務
局
で
も
、
平
成
二
十
八
年
度
か

ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
令
和
二
年
三

月
か
ら
取
り
組
み
を
強
化
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
推
進
す
る
係
も
整
備
し
た
。

　
ま
ず
、
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
に
向
け
て

は
、「
マ
ジ
ッ
ク
コ
ネ
ク
ト
」
を
活
用
。

こ
れ
は
、
自
宅
や
外
出
先
な
ど
か
ら
事

務
所
の
パ
ソ
コ
ン
の
ト
ッ
プ
画
面
を
呼

び
出
し
操
作
で
き
る
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ

ス
サ
ー
ビ
ス
で
、
自
宅
で
も
事
務
所
と

同
じ
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
業
務
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
や
、
全
職
員
に
業
務
用
と
し
て

ス
マ
ホ
を
貸
与
し
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
法
人
向

け
）
を
活
用
し
て
理
事
・
職
員
間
の
連

絡
や
情
報
共
有
を
行
う
。
こ
の
ほ
か
、

理
事
会
と
同
様
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

会
議
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
促
進
し
て

い
る
。

　
事
務
局
は
、
正
職
員
十
一
人
、
臨
時

職
員
三
人
の
計
十
四
人
。
テ
レ
ワ
ー
ク

は
令
和
二
年
四
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

頻
度
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
も

継
続
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
熊

谷
雄
一
主
任
は
、「
業
務
に
対
し
て
複
数

担
当
制
を
敷
い
て
い
る
た
め
、
必
ず
し

も
全
員
が
事
務
所
に
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
多
く

て
も
週
二
日
ほ
ど
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
前

提
に
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
立
て

る
こ
と
で
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
働
き
方

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
安
宅
事
務
局
長
は
「
メ
ー
ル
や
ス
マ

ホ
を
活
用
し
て
毎
朝
各
職
員
の
仕
事
の

予
定
が
把
握
で
き
ま
す
し
、
発
注
者
と

の
連
絡
に
つ
い
て
も
問
題
な
く
対
応
で

き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
の
み
な
ら
ず
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ

っ
て
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
な
ど
も
し

や
す
く
な
っ
て
、
子
ど
も
が
発
熱
し
出

勤
が
難
し
い
と
い
う
場
合
で
も
、
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
で
会
議
に
参
加
す
る
と
い
っ
た
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
」
と
効
果
を
語
り
、

「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
上
手
に
取
り
入
れ
て
、

効
率
的
な
働
き
方
を
促
進
し
て
い
ま
す
」

と
続
け
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
刷
新
に

よ
る
情
報
発
信
の
強
化
と
Ｗ
ｅ
ｂ
受
注

の
促
進
、
理
事
・
職
員
間
の
災
害
発
生

等
緊
急
時
の
連
絡
体
制
と
し
て
、
安
否

確
認
シ
ス
テ
ム
「
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

の
導
入
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
軌
跡
と
今
後

　
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
、

フ
ェ
ー
ズ
１
（
導
入
期
）、フ
ェ
ー
ズ
２

（
発
展
期
）、フ
ェ
ー
ズ
３
（
変
革
期
）

の
構
想
を
打
ち
出
し
、
令
和
三
年
六
月

時
点
で
フ
ェ
ー
ズ
２
ま
で
完
了
し
た
。

　
令
和
三
年
八
月
に
は
、
組
織
内
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
情
報
共
有
の
た
め
の
ツ
ー
ル
「
グ
ル

ー
プ
ウ
ェ
ア
」
を
導
入
し
、
情
報
共
有

の
一
元
化
と
働
き
方
改
革
に
役
立
て
て

い
く
予
定
だ
。
ま
た
、
電
子
決
裁
が
可

能
に
な
る
仕
組
み
も
築
い
て
い
く
。

　
将
来
的
に
は
、
就
業
報
告
の
電
子
化
、

入
会
プ
ロ
セ
ス
の
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、

会
員
へ
の
就
業
情
報
提
供
や
研
修
、
就

業
相
談
を
時
間
・
場
所
を
問
わ
ず
に
提

供
で
き
る
環
境
の
構
築
も
考
え
て
い
る
。

加
え
て
、
市
・
発
注
者
・
市
民
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
例
え
ば
、
受
注
数

が
多
く
就
業
会
員
が
不
足
気
味
の
仕
事

に
つ
い
て
、
非
会
員
で
も
都
合
が
合
う
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と
い
う
市
民
に
就
業
が
提
供
で
き
る
環

境
づ
く
り
な
ど
も
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
所
属
地
域
の

枠
を
超
え
た
連
携
も
構
想
し
、
全
国
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
つ
な
が
る

中
で
、
関
係
団
体
の
力
も
得
な
が
ら
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
進
め
る
こ

と
、
併
せ
て
、
規
模
や
目
指
す
こ
と
が

同
じ
セ
ン
タ
ー
と
協
力
関
係
を
結
ん
で

切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
て
高
め
合
え
る
環
境
も
つ

く
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

会
員
・
職
員
の
幸
せ
の
た
め
に

　
多
摩
市
Ｓ
Ｃ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
目
的
は
、

次
の
通
り
。

①
会
員
・
職
員
の
安
全
と
幸
せ

②
リ
モ
ー
ト
化
に
よ
る
利
便
性
向
上

③
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
環
境
保
護

④
業
務
の
品
質
向
上
・
迅
速
化
・
省
力

化
・
一
元
化

⑤
危
機
管
理
強
化
（
コ
ロ
ナ
対
策
）

　
熊
谷
主
任
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
目
的
で

は
な
く
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
で
よ
り

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
必

要
性
を
感
じ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
し
、
事
務
局
に
と
っ
て
都
合
の
い

い
こ
と
が
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と

は
限
ら
な
い
の
で
、
そ
の
点
は
気
を
付

け
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
田
村
主
任
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
と
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
難
し
い
と

言
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
立
ち
止
ま
っ
て

考
え
て
み
る
と
、
で
き
る
こ
と
が
見
え

て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ

ー
も
最
初
は
手
探
り
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

い
く
つ
か
の
セ
ン
タ
ー
で
協
力
す
る
こ

と
で
、
よ
り
良
い
形
が
見
え
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
語
っ
た
。

　
し
か
し
、
通
常
業
務
の
傍
ら
で
推
進

し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
費
用
を
か
け

れ
ば
う
ま
く
い
く
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
最
適
と
思
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
吟

味
し
て
導
入
し
、
軌
道
に
乗
せ
る
ま
で

に
は
か
な
り
の
労
力
を
要
す
る
と
い
う
。

と
は
い
え
、
多
摩
市
Ｓ
Ｃ
に
は
積
極
的

に
挑
戦
す
る
風
土
が
あ
り
、
理
事
が
範

を
示
す
こ
と
で
、
若
い
職
員
は
期
待
に

応
え
て
仕
事
に
打
ち
込
め
る
環
境
が
あ

る
と
い
う
。

　
安
宅
事
務
局
長
は
「
会
員
拡
大
を
目

指
す
一
方
で
、
職
員
は
増
や
せ
ず
、
効

率
化
、
品
質
向
上
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

は
ま
だ
構
想
段
階
で
す
が
、
当
面
は
会

員
数
が
千
~
千
五
百
人
の
セ
ン
タ
ー
の
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
一
つ
の
成
長
モ
デ
ル
を
示

し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
概
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
多
摩
市
に
お
い

て
意
義
あ
る
存
在
に
な
り
、
高
齢
者
、

会
員
の
幸
せ
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

全
国
の
セ
ン
タ
ー
と
つ
な
が
り
、
成
功

体
験
を
共
有
し
て
よ
り
良
い
セ
ン
タ
ー

を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
ぜ
ひ
お

尋
ね
い
た
だ
き
、
共
に
高
め
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
全
国

の
セ
ン
タ
ー
に
呼
び
掛
け
た
。

（
増
山
美
智
子
）

写真右が安宅理常務理事兼事務局長、左が熊谷雄一主任。中央
のモニターは、Ｚｏｏｍで取材に対応してくれた田村陵主任

事業運営状況 （平成28年度～令和 2年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成28 653 193  846 1.7 806
（85,208） 95.3 1,636 463,402 45.2/54.8

29 652 222  874 1.8 806
（89,005） 92.2 1,518 482,771 43.6/56.4

30 685 245  930 1.9 818
（95,760） 88.0 1,606 540,127 45.7/54.3

令和元 726 275 1,001 2.0 813
（91,589） 81.2 1,601 532,643 46.1/53.9

2 795 342 1,137 2.2 797
（86,884） 70.1 1,461 516,550 45.0/55.0

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


